
「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関すすすするるるる指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第６学年 

□ 題材名 日本の音楽を味わおう 

□ 本時の目標 尺八と箏の音色や演奏の特徴を感じ取りながら《春の海》を味わい，対話を通じて感じ方を

広げる。  

□ 学習の流れ（２時間目／全７時間） 

   全７時間のうち，第一次で《春の海》の鑑賞，第二次で箏の演奏，第三次で箏曲《さくら変奏曲》の鑑賞

というように，表現と鑑賞の関連を図りながら指導する。また前時において，三味線・尺八・箏・篠笛によ

るそれぞれの《さくら》の演奏を比較聴取し，楽器の音色の特徴を小集団で語り合い深めている。 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 春の海クイズをする。 

 

 

 

 

２ 学習課題を知る。 

 

 

３ 《春の海》の演奏を聴きな

がら，演奏の特徴や浮かんだ

場面の様子を付箋紙に書く。 

 

 

 

４ グループで交流し，全体で

話し合う。 

 

 

 

 

５ 再度演奏を聴き，確認できた

ことや新たに感じ取ったこと，

友達の感じ方から学んだこと

を鑑賞ノートに記入する。 

６ 宮城道雄の随筆の一節を聞

く。 

・瀬戸内海の情景について宮城道雄が箏と尺八で作曲

したことや，三部の構成でできていることを教科書

から見付けさせる。また目の見えない道雄だからこ

そ，情景を心の目で感じて音で表現したことに気付

かせる。 

 

 

・いろいろな瀬戸内海の写真を見せ，想像させる。 

・聴く視点を４つ示し，それを根拠に，瀬戸内海の情

景を想像させる。 

（視点：箏と尺八の音色の違い，速度の変化，強

弱の変化，旋律の繰り返し） 

・演奏の特徴を根拠に浮かんだ場面の様子を書くよう

にさせる。 

・付箋紙を，始め・中・終わりの３つに分けて，時間

の流れに沿って貼りながら自分の思いを語らせる。 

・１グループを代表で発表させ，質問や付け加えをし

ながら話し合い，再度聴くための視点をもたせる。 

・誰のどんな意見を参考に聴いたかを含めて記述させ

る。 

 

 

 

 

・宮城道雄の表現したかったものや工夫を知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・箏と尺八の掛け合

いや，速度や強弱の

変化や旋律の繰り

返しなどから生ま

れる楽曲のよさを

味わっている。〔鑑

賞の能力〕（ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

小学校小学校小学校小学校                        のののの事例事例事例事例    

 

    

    

○ 今回の改訂で，表現と鑑賞の活動の支えとなる指導内容〔共通事項〕が新設されました。このことは，〔共共共共

通事項通事項通事項通事項〕〕〕〕をををを手手手手掛掛掛掛かりかりかりかりとしてとしてとしてとして，音楽音楽音楽音楽をををを特徴付特徴付特徴付特徴付けているけているけているけている要素要素要素要素やややや音楽音楽音楽音楽のののの仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを聴聴聴聴きききき取取取取りりりり，それらのそれらのそれらのそれらの働働働働きがきがきがきが生生生生みみみみ

出出出出すよさやすよさやすよさやすよさや面白面白面白面白ささささ，，，，美美美美しさしさしさしさなどなどなどなどをををを感感感感じじじじ取取取取りりりり，思考・判断する力を育成することを目指しています。 

○ 感じ取ったことを言葉で表すなどの活動を位置付けることによって，楽曲や演奏の楽しさに気付かせた

り，楽曲の特徴や演奏のよさに気付かせたり理解したりすることが大切です。児童が楽曲を聴いて想像した

ことや感じ取ったことを伝伝伝伝ええええ合合合合うことができるようなうことができるようなうことができるようなうことができるような活動活動活動活動をををを取取取取りりりり入入入入れるれるれるれることによって，友達の感じ方に気

付いたり，自分の感じ方を広げたりすることにつながります。 

■ 児童には，自分の考えをもたせた上で，感じ取ったことを交流させることが大切です。そのために

も，聴聴聴聴くくくく視点視点視点視点をあらかじめをあらかじめをあらかじめをあらかじめ提示提示提示提示しておきます。また，感感感感じじじじ取取取取ったことをったことをったことをったことを付箋紙付箋紙付箋紙付箋紙にににに書書書書かせかせかせかせ，，，，それそれそれそれららららをををを基基基基

にににに交流交流交流交流させるのも有効な方法の一つです。 

【留意点】 

楽曲に応じて，感じ取らせたい〔共通事項〕を明確にして示しましょう。 

（例） 

 

 

                 

 

                 

    〔〔〔〔共通事項共通事項共通事項共通事項〕〕〕〕ににににかかわかかわかかわかかわるるるる聴聴聴聴くくくく視点視点視点視点をををを提示提示提示提示するするするする    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

楽曲楽曲楽曲楽曲をををを聴聴聴聴いていていていて想像想像想像想像したことやしたことやしたことやしたことや感感感感じじじじ取取取取ったことをったことをったことをったことを相互相互相互相互にににに伝伝伝伝ええええ合合合合うううう活動活動活動活動をををを重視重視重視重視    

春の海を聴いて，宮城道雄が表現したかった瀬戸内海の情景をさぐろう。 

｢海の様子が動きの

あるように感じた

のは，中のところ

で，速度が速くなっ

たからです。｣ 

ここに注目！！ 

① 箏と尺八の音色と役割の違い 

② 速度の変化 

③ 強弱の変化 

④ 旋律のくり返し 

■ 各自が感じ取ったこと

（付箋紙に書いたもの）を

交流し，共有されることが

大切です。 

交流することで，自分の

気付かなかった味わいに気

付くきっかけになったり，

友達が自分と同じ感じ方を

していたことが自信につな

がったりします。 

    感感感感じじじじ取取取取ったことをったことをったことをったことを整理整理整理整理しししし，，，，共有共有共有共有するためのするためのするためのするための板書板書板書板書をををを工夫工夫工夫工夫するするするする    
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｢はじめの部分では，

箏で演奏されるふし

が静かな波を表して

います。尺八で演奏さ

れるふしがかもめの

声を表現していると

思います。｣ 

☆時間の流れを意識することは，楽曲の構成に

気付くことにもつながります。 

 

 

 

・のどか   ・にぎやか    ・おだやかな 

・おだやかな ・漁        海にもどる 

波     ・はずむ波    ・ゆったり 

・途中から 

不安な海   

 ・かもめの声 

 

速度速度速度速度    速度速度速度速度    

かけあいかけあいかけあいかけあい    

くりくりくりくり返返返返しししし    強弱強弱強弱強弱    

始め 中 終わり 

 

○○○○    楽曲楽曲楽曲楽曲をををを聴聴聴聴いていていていて感感感感じじじじ取取取取ったことをったことをったことをったことを〔〔〔〔共通事項共通事項共通事項共通事項〕〕〕〕をををを手掛手掛手掛手掛かりとしてかりとしてかりとしてかりとして

整理整理整理整理しししし，，，，楽曲楽曲楽曲楽曲のののの特徴特徴特徴特徴やややや箏箏箏箏やややや尺八尺八尺八尺八のののの演奏演奏演奏演奏のよさのよさのよさのよさをををを理解理解理解理解することがですることがですることがですることがで

きるきるきるきる。。。。    

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断判断判断判断力力力力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    


